
このコーナーでは、子どもへの声かけや見守りなど、いじめ防止につながる取
り組みをしていただいている事業所や団体を紹介しています。

いじめ防止協力事業所
・

団体は随時募集中です
。

当社は可児市で65年余り、土木・建築工事を主とした総合建設業を営ん
でいます。地元の企業として可児市に何か貢献できないかと考え、いじめ防
止協力事業所として登録しました。
主な取り組みとしては、事務所内にポスター掲示やチラシを設置し、社用

車に「いじめ防止パトロール実施中」のステッカーを貼るなどしています。
また、社内でも従業員同士で子どもたちの様子を話すことで、お互いの意見
交換を行ったり、見守り活動のアドバイスをし合ったりしています。
事業所は可児市の中心にあり、児童・生徒の通行が多いところです。交通

量も多いので、通行時の子どもたちに危険がおよばないよう注視しています。
今後も市民の皆さまに頼りにされる事業所、そしてこれからの日本社会を担
う子どもたちにも優しい事業所として、地元に貢献していきます。

●小池土木株式会社（広見）

問合先　子育て支援課

従業員の皆さん

一般的に弁天様として親しまれている弁才天（弁財天）は、七福神の紅一点と
して宝船に乗っていることでも有名です。
久々利の円明寺には、それぞれ趣の違う３体の弁才天像があります。２体は頭
部に鳥居を載せ８本の腕を備えている、とても変わった姿です。これは日本の神
である「宇

う が じ ん
賀神」と弁才天が合わさった「宇賀弁才天」と呼ばれる種類の像です。

そのうち１体には弁才天を守る15人の童子が付き添っています。
３体のうちの残り１体は、左手に琵琶、右手にバチを持つ姿であり、椅子に腰
掛けています。これは楽器を持つ通常の弁才天の姿なのですが、注目すべき点は
椅子に座っていることです。椅子に座った弁才天は非常に珍しく、日本全国でも
まず目にすることがありません。
数多くある可児市の仏像の中でも、特別な姿をしているこの３体の弁才天像は、
いずれも市の重要文化財に指定されています。なお通常は非公開ですが、正月や
節分の時期にはご開帳が行われています。

弁才天坐像（十五童子付き）

椅子に座る弁才天像

～久々利円明寺の弁才天～

問合先　文化財課

Vol.64

事前の備え
冬用タイヤ（買い替えは３年が目安）の装着またはタイヤチェーンを
携行しましょう。冬用タイヤは全輪に、タイヤチェーンは駆動輪に装着
します。ワイパーゴムの点検も忘れずに行いましょう。

運転中の注意事項
①「急」のつく操作（急ブレーキ・急ハンドル・急発進・急加速）をし
ない
②速度は控えめに十分な車間距離を取る
③日陰や橋の上などは凍結しやすいので、細心の注意を払う
④心と時間に余裕を持って慌てない

Vol.27

問合先　防災安全課

冬の道路は慎重に
冬期は路面が雪や氷で覆われたり、降雪などにより視界が極端に悪化することがあります。万全の冬用装備
と慎重な運転で、交通事故防止に努めましょう。

わたしたちが子どもたちを見守りますわたしたちが子どもたちを見守ります
いじめを vol.35止防
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